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護
専
務
理
事
に
よ
る

一
本
締
め
で
集
い
を

応
し
た
い
」
と
の
お
話
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

ゆゆ
うう新

新
春
の
集
い
で
道
政
報
告
（
１
月
14
日
）

春の集いで道政報告
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

「
北
口
雄
幸
道
議
と
語
る
新

春
の
集
い
」
は
、
１
月
14
日
士

別
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。
会

場
溢
れ
ん
ば
か
り
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

冒
頭
、
小
貫
勝
太
郎
後
援
会

長
が
挨
拶
。
そ
の
後
、
牧
野
勇

司
士
別
市
長
及
び
佐
々
木
隆
博

衆
議
院
議
員
か
ら
激
励
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

甜
菜
に

産
地
資
金

そ
の
後
、
北
口
道
議
か
ら
の

道
政
報
告
で
は
、
甜
菜
や
澱
粉

原
料
用
馬
鈴
薯
に
対
す
る
産
地

資
金
の
活
用
に
よ
る
輪
作
体
系

維
持
の
必
要
性
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
向

け
た
取
り
組
み
、
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
で
は
、
ま
ず
社

会
保
障
の
あ
り
方
に
つ
い
て
具

体
的
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
べ
き
と

の
考
え
方
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

鏡
開
き
で
は
、管
内
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
市
町
村
長
に
も

登
壇
い
た
だ
き
、
山
居
忠
彰
士

別
市
議
会
議
長
の
音

頭
で
鏡
開
き
を
行
い
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
と

懇
談
を
深
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
集
い
の
締

め
く
く
り
に
は
、
Ｊ

Ａ
北
ひ
び
き
の
西
本

閉
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

酪
農
・
畜
産
で

中
央
要
請
実
施

酪
農
・
畜
産
対
策
で
２
月
28

日
、
中
央
要
請
行
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
要
請
で
は
、

（1）
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金

及
び
限
度
数
量
の
適
切
な
設
定
、

（2）
指
定
食
肉
安
定
価
格
の
適
切

な
設
定
、
（3）
肉
用
子
牛
の
保
証

基
準
価
格
等
の
適
切
な
設
定
、

（4）
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
再
評
価
に
お

け
る
国
民
の
理
解
を
得
る
た
め

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
道
選

出
国
会
議
員
や
農
水
省
に
対
し

要
請
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
要
請
に
対
し
、
民
主
党
・

陳
情
対
応
本
部
の
松
浦
大
悟
副

本
部
長
は
、「
今
朝
も
、
党
の
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
、
酪
農
・

畜
産
対
策
に
つ
い
て
議
論
し
、

党
政
策
調
査
会
へ
引
き
上
げ
の

方
向
で
提
言
書
を
ま
と
め
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
国
会
で
の
予

算
審
議
が
遅
れ
て
お
り
、
例
年

よ
り
も
国
の
方
針
が
遅
れ
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
し
っ
か
り
対

加
工
乳
は
25
銭
上
げ

私
た
ち
の
要
請
を
受
け
３
月

22
日
農
林
水
産
省
は
、
平
成
24

年
度
の
畜
産
物
価
格
等
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
加

工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
１
㎏
あ

た
り
11
円
95
銭
か
ら
、
25
銭

引
き
上
げ
ら
れ
、
12
円
20
銭
と

な
り
ま
し
た
が
、
限
度
収
量
は

２
万
㌧
減
の
１
８
３
万
㌧
と
な

り
ま
し
た
。

豚
肉
や
牛
肉
の
指
定
食
肉
価

格
、
肉
用
子
牛
の
保
障
基
準
価

格
及
び
合
理
化
目
標
価
格
に
つ

い
て
は
、
現
行
価
格
ど
お
り
の

ここ
うう
便便
りり
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会場溢れんばかりの来場に感謝！

民主党本部へ酪農畜産対策を要請

管内市町村長による鏡開き
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

第
１
回
定
例
道
議
会
は
、
２

月
23
日
（
木
）
に
開
会
、
平
成
24

年
度
道
予
算
、
北
海
道
が
ん
対

策
推
進
条
例
、
北
海
道
水
資
源

の
保
全
に
関
す
る
条
例
な
ど
を

可
決
し
、
３
月
23
日
（
金
）
に

閉
会
し
ま
し
た
。

綱
渡
り
の
道
財
政

道
の
24
年
度
予
算
案
は
一
般

会
計
２
兆
７
千
４
百
10
億
円
、

特
別
会
計
５
千
３
百
57
億
円
の

合
計
３
兆
２
千
７
百
67
億
円
。

一
般
会
計
で
は
、
23
年
度
の
選

挙
後
の
補
正
予
算
に
比
べ
２
％

減
で
、
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
５

年
連
続
の
減
少
。
地
方
交
付
税

は
回
復
し
た
も
の
の
、
道
税
は

法
人
二
税
を
中
心
に
伸
び
悩
み
、

24
年
度
末
の
道
債
残
高
見
込
み

は
５
兆
８
千
４
百
億
円
に
膨
ら

み
、
財
政
状
況
は
、
さ
ら
に
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

10
年
目
と
な
っ
た
高
橋
知
事

に
よ
る
道
政
運
営
が
、
経
済
活

性
化
や
雇
用
確
保
、
地
域
振
興

等
で
効
果
を
あ
げ
ら
れ
な
い
で

い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
や
道
民
に
負
担
や

痛
み
を
強
い
る
だ
け
で
進
め
て

き
た
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

は
、
ま
っ
た
く
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
衰
退
は
急
激

に
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
知
事

か
ら
具
体
的
な
対
応
は
、
ほ
と

ん
ど
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

指
示
待
ち
の

知
事
姿
勢

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が

経
過
。
防
災
対
策
や
原
発
を
含

む
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
で
、
国
の

検
討
待
ち
、
指
示
待
ち
ば
か
り

の
、
積
極
的
、
具
体
的
な
対
応

が
で
き
な
い
で
い
る
状
況
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
空
知
地

方
を
中
心
と
す
る
豪
雪
対
策
の

遅
れ
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
地

域
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、

速
や
か
に
対
応
す
る
道
の
機
能

が
衰
え
て
い
る
こ
と
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

破
た
ん
状
態
の

Ｈ
Ａ
Ｃ

ま
た
、道
が
経
営
の
危
機
を
認

識
し
な
が
ら
、
そ
の
対
応
を
先

延
ば
し
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
経
営
破
た
ん
寸
前
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
北
海
道
エ
ア
シ

ス
テ
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
に
つ
い
て

も
、
道
か
ら
主
体
的
な
判
断
が

示
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
答
弁
に

終
始
し
、
講
じ
ら
れ
た
の
は
道

か
ら
の
貸
付
金
４
千
万
円
の
償

還
猶
予
だ
け
が
行
わ
れ
た
だ
け

で
、
対
応
を
さ
ら
に
先
送
り
す

る
無
責
任
と
言
う
し
か
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
大
間
原
発
建
設
に
関
す
る
意

見
書
●
原
子
力
発
電
所
の
安
全

対
策
に
関
す
る
意
見
書
●
東
日

本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
意
見
書

●
緊
急
事
態
に
関
す
る
意
見
書

●
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

●
豪
雪
災
害
に
関
す
る
意
見
書

●
２
次
医
療
圏
の
設
定
に
関
す

る
意
見
書
●
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
関

す
る
意
見
書
●
地
籍
調
査
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
●
登
記
の

事
務
・
権
限
等
の
地
方
へ
の
移

譲
に
関
す
る
意
見
書
●
観
光
業

に
お
け
る
原
子
力
損
害
の
賠
償

に
関
す
る
意
見
書

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
23
日
～
３
月
23
日
）

項 目 一般会計 特別会計 合計

現 計 予 算 2,838,794,648 585,480,200 3,424,274,848

１定補正額 20,758,837 821,135 21,579,972

冒頭補正 55,514,324 0 55,514,324

追加補正 △ 34,715,487 821,135 △ 33,894,352

追加補正 △ 40,000 0 △ 40,000

合 計 2,859,553,485 586,301,335 3,445,854,820

平成23年度 最終補正予算 （単位：千円）

項 目 一般会計 特別会計 合計

当初予算額 2,740,991,028 535,698,785 3,276,689,813

１定補正額 4,841 0 4,841

合 計 2,740,995,869 535,698,785 3,276,694,654

平成24年度 可決された当初予算 （単位：千円）

予
算
特
別
委
員
会
の
補
正
先
議
で
、
会
派
を
代
表
し
て
質
疑
（
３
月
13
日
）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

士別市消防出初め式で挨拶（1月6日）士別市成人式で挨拶（1月8日）

日甜(株)小笠原社長（左から2人目）（1月19日）山部農民連盟定期総会で挨拶（1月30日）

上川郵便局長会総会で挨拶（2月11日）北上川郵便局長会総会で挨拶（2月18日）

愛別町から高等支援学校設置の請願（3月9日）

↑
吉
村
美
栄
子
山
形
県
知
事
（
中

央
）
と
記
念
撮
影
（
２
月
９
日
）

美深育成園改築記念式典で挨拶（2月12日）

↓
大
雪
で
曲
が
っ
た
空
知
の
ハ
ウ

ス
な
ど
を
視
察

（
３
月
14
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
２
日
【
年
頭
街
宣
】
▼
穏

や
か
な
新
年
を
迎
え
た
今
日
は
、

佐
々
木
隆
博
衆
議
院
議
員
と
私
、

出
合
孝
司
、
松
ケ
平
哲
幸
両
士

別
市
議
と
と
も
に
、
和
寒
町
、

剣
淵
町
、
士
別
市
内
で
年
頭
街

宣
活
動
を
行
っ
て
き
た
▼
出
合

市
議
と
松
ケ
平
市
議
が
交
代
で

司
会
を
担
当
。
私
か
ら
は
道
政

と
泊
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

な
ど
の
「
や
ら
せ
」
問
題
な
ど

に
つ
い
て
報
告
。
佐
々
木
代
議

士
か
ら
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題

と
消
費
税
導
入
な
ど
に
よ
る
社

会
保
障
制
度
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
。（
後
略
）

◆
1
月
７
日
【
富
良
野
消
防
出

初
式
＆
年
頭
街
宣
in
富
良
野
】

▼
富
良
野
消
防
出
初
式
は
、
駅

前
通
で
の
分
列
行
進
を
市
民
に

披
露
▼
そ
の
後
の
式
典
で
は
、

永
年
勤
続
者
表
彰
を
行
い
、
富

良
野
広
域
連
合
長
で
あ
る
能
登

市
長
か
ら
の
式
辞
で
は
、「
東
日

本
大
震
災
で
は
救
急
援
助
隊
を

派
遣
、
さ
ら
に
陸
前
高
田
市
に

消
防
車
両
を
無
償
譲
渡
し
た
」

こ
と
と
、
７
月
の
JR
石
勝
線
の

脱
線
火
災
事
故
で
は
、「
近
隣
消

防
と
連
携
し
、
一
人
の
犠
牲
も

出
さ
ず
160
人
を
救
助
し
た
」
と

報
告
さ
れ
た
▼
来
賓
挨
拶
で
私

は
、「
超
党
派
の
消
防
議
連
の
役

員
と
し
て
、
消
防
資
機
材
の
整

備
や
職
団
員
の
待
遇
改
善
も
図

る
た
め
努
力
す
る
」
と
お
話
し

し
た
▼
そ
の
後
の
富
良
野
市
内

で
の
年
頭
街
宣
で
は
、
コ
ー
プ

札
幌
前
と
駅
前
通
、
フ
ォ
レ
ス

ト
前
の
３
ヶ
所
で
、
佐
々
木
代

議
士
と
と
も
に
国
政
、
道
政
報

告
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
２
月
22
日【
北
海
道
指
導
農
業

士
協
会
と
の
意
見
交
換
】
▼
農
政

委
員
会
終
了
後
、
北
海
道
指
導

農
業
士
協
会
（
片
野
泰
嗣
会
長
）

と
農
政
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
（
中

略
）
▼
今
日
の
意
見
交
換
会
に

は
、
片
野
会
長
を
始
め
と
す
る

13
名
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

各
地
域
で
の
農
業
・
担
い
手
の

現
状
や
今
後
の
見
通
し
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
の
方
策
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

◆
３
月
３
日
【
美
瑛
町
農
連
定
期

総
会
】
▼
第
64
回
美
瑛
町
農
民

連
盟
の
定
期
総
会
は
、
約
80
名

の
代
議
員
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
、
冒
頭
、
小
野
寺
委
員
長
は
、

「
昨
年
の
美
瑛
町
の
水
稲
は
、

大
豊
作
で
あ
っ
た
が
、
畑
作
に

つ
い
て
約
10
億
円
の
共
済
金
が

支
払
わ
れ
る
と
い
う
結
果
と
な

り
、
あ
ら
た
め
て
共
済
金
の
必

要
性
を
認
識
し
た
。
ま
た
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
は
、
食
料

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
▼
そ
の
後
、

私
に
も
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ

き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
超
党

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
://y-k
ita
g
u
c
h
i.n
e
t/

佐々木代議士とともに年頭街宣

富良野消防出初め式

北海道指導農業士協会と意見交換

第64回美瑛町農民連盟定期総会
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

派
で
反
対
す
る
こ
と
を
報
告
し
、

農
政
副
委
員
長
と
し
て
過
日
、

酪
農
・
畜
産
対
策
で
中
央
要
請

し
た
こ
と
を
お
話
し
た
▼
参
加

し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ど
う
す

れ
ば
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
よ

う
に
で
き
る
か
な
ど
の
ご
意
見

が
出
さ
れ
、「
全
町
民
課
題
と
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し

い
」
と
お
話
し
し
た
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
高
橋
知
事
の
『
国
の
検
討
待

ち
』『
指
示
待
ち
』
の
姿
勢
が
目

立
っ
た
今
議
会
で
あ
っ
た
▼
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
促

進
行
動
計
画
で
は
、
本
来
目
指
す

姿
や
具
体
的
目
標
を
示
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
夏
に
も
示

さ
れ
る
国
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
」
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
と

し
、
具
体
的
目
標
は
示
さ
れ
て
い

な
い
▼
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

で
の
福
島
原
発
事
故
を
受
け
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待

は
高
ま
り
、
北
海
道
は
そ
の
宝
庫

で
も
あ
る
。
泊
原
発
３
号
機
は
５

月
に
も
定
期
点
検
に
入
り
、
３
つ

の
原
発
は
全
て
停
止
す
る
こ
と

と
な
る
。
原
発
に
依
存
し
な
い
社

会
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
目
標
を

し
っ
か
り
示
す
べ
き
と
思
う
の

だ
が
…
。

（
ゆ
う
こ
う
）


